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ECPR施行患者におけるSvO2とV-A ECMO膜前静脈血酸素飽和度の比較
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Mixed Venous Oxygen Saturation ( SvO2)のモニタリングは、組織での
酸素需要に対して充足した酸素供給が行われているか評価するのに有用
である。特に、Extracorporeal Cardiopulmonary Resuscitation
（ECPR）では体循環や酸素供給の大部分をVeno-Arterial
Extracorporeal Membrane Oxygenation（V-A ECMO）が担っているた
め、ELSOでは脱血回路の静脈血の酸素飽和度の測定とSvO2がArterial
Oxygen Saturation (SaO2)の20-30%低い値に管理することを推奨してい
る1)。これまで、心原性ショックに対して脱血回路で測定した酸素飽和
度と、 Pulmonary Artery Catheter (PAC)で測定されたSvO2では測定結
果に相関関係はあるが一定の差が生じる事が報告されてきた2)。しか
し、ECPRに対してV-A ECMOを使用した症例や、Impella®を併用した症例
は極めて少数であり、心原性ショックと同様な相関関係が存在するかは
明らかになっていない。
以上を踏まえ、本研究ではECPRへのV-A ECMO管理において、PACで測定
したSvO2と脱血回路で測定した酸素飽和度との関連性を明らかにするこ
とを目的とする。

2024年4月から2025年3月の1年間で当院にてECPRを実施され、V-A ECMO
とPACが挿入された患者のMCSや人工呼吸器の設定値や実測値、血液ガス
分析やバイタルサインなどを電子カルテより後方視的観察する。


